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要旨
　2016年₆～10月に信州大学農学部附属 AFC 西駒演習林の標高1,480～2,470 m における地上性および樹上
性の小型哺乳類相を調査した．地上性小型哺乳類は，₈ヶ所の調査区において毎月捕獲調査を行い，生息種を
確認した．樹上性小型哺乳類は，40ヶ所に設置した巣箱の利用状況および自動撮影カメラから生息種を確認し
た．地上性小型哺乳類は，齧歯目₄種および食虫目₂種の計₆種を捕獲によって確認した．捕獲された種は，
標高域によって異なった．樹上性小型哺乳類は，齧歯目₄種を確認した．
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は じ め に

　小型哺乳類は体サイズが小さい哺乳類の総称であ
り，分類群によって生活場所は地上，樹上，地中，
空中と多様である1）．地上で生活する哺乳類（以下，
地上性小型哺乳類）と樹上で生活する小型哺乳類
（以下，樹上性小型哺乳類）は，種子散布者15）や
肉食動物の餌資源14）として，森林生態系に関与し
ている．
　地上性小型哺乳類は種ごとに生息地の選好性が異
なるため，標高によって植生，地質および気象条件
の異なる山岳域では，生息する小型哺乳類の種構成
も標高域により異なることが知られている4）．中部
山岳地域においては，八ヶ岳9），乗鞍岳10）および木
曽駒ヶ岳13）で，標高域によって地上性小型哺乳類
の種構成が異なることが報告されている．また，
キャンプ場や道路の造成といった人為的改変によっ
て，種構成が変化している可能性も指摘されている
10,13）．したがって山岳域においては，山域ごとに植
生や人為的改変に応じた，独自の地上性小型哺乳類
相がみられることが予想される．
　一方，国内の樹上性小型哺乳類については，これ
まで標高による生息種の違いについて明らかにした
報告はない．また，中部山岳域における樹上性小型
哺乳類の生息状況は，種によっては断片的な記録に
留まっている6）．

　信州大学農学部附属 AFC 西駒演習林（以下，西
駒演習林）は，日本で唯一の山地帯から高山帯を含
む演習林として，研究および教育の拠点として利用
されている12）．これまでに演習林の基礎情報として，
気象8），植生5），鳥類相3），昆虫相16）などが報告され
ている．そのため，西駒演習林において小型哺乳類
の垂直分布を明らかにすることは，演習林の研究利
用に資するための基礎情報を提供するという点で有
意義である．これまで，西駒演習林における小型哺
乳類相に関しては，1974年に行われた山地帯におけ
る捕殺罠を用いた地上性小型哺乳類調査の報告と，
樹上性小型哺乳類相に関する目撃記録があるにすぎ
ない13）．本報告では，西駒演習林の山地帯から高山
帯における，地上性および樹上性小型哺乳類の生息
状況について報告する．

調　査　地

　調査は，木曽山脈北部（長野県伊那市）に位置す
る西駒演習林の標高1,480～2,470 m で行った．西
駒演習林から約10 km 東に位置するアメダス伊那観
測所（北緯35度49.6分，東経137度57.3分；標高
628 m）における2016年の年間降水量は1641.0 mm，
日平均気温は12.9℃であった7）．植生は標高により
異 な り， 標 高 約1,400～1,800 m で は ミ ズ ナ ラ
Quercus crispula およびダケカンバ Betula ermanii
を主とした落葉広葉樹林，標高約1,800～2,500 m
ではシラビソ Abies veitchii およびオオシラビソ
Abies mariesii を主とした亜高山帯針葉樹林，標高
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2,500 m 以上ではダケカンバを主とする移行帯を経
てハイマツ Pinus pumila 林となっている．

方　　　法

　小型哺乳類の生息を確認する方法は，対象種の生
活場所によって異なる2,11）．本報告では，地上性小
型哺乳類では捕獲調査，樹上性小型哺乳類では巣箱
を用いた調査を行った．
　地上性小型哺乳類は，標高の異なる₈地点におい
てネズミ用の捕殺罠（パンチュートラップ PMP 型，
HOGA）を用いて捕獲した（図₁）．各調査区で10
～20 m 離れた₂ヶ所において，それぞれ₁m 間隔

で25個（₅行×₅列）の罠を設置した（計50個）．
誘因餌は生ピーナツを用い，罠を設置した翌日に捕
獲個体を回収した．2016年₆～10月の各月に₁～₂
回，各調査区において捕獲調査を行った（表₁）．
2016年₉月は，降雨により調査地に行くことができ
なかったため，調査区 A，B，C，D で捕獲を行わ
なかった．捕獲個体は，阿部ら（2005）1）に従い種
を同定した．捕獲にあたっては，長野県から学術捕
獲許可を得た．
　樹上性小型哺乳類は鳥類用の巣箱を設置すると，
休息および繁殖に利用することが知られている2）．
そこで，西駒演習林森林管理所（標高1,430 m，通

図₁．地上性小型哺乳類の調査区および樹上性小型哺乳類の調査ルート．
調査区のアルファベットは表₁，表₂，附表₁に対応している．

表₁．地上性小型哺乳類の各調査区の捕獲調査日および設置ワナ数

調査区
ワナ設置日

延べワナ数
₆月 ₇月 ₈月 ₉月 10月

Ａ 12日，27日 24日 11日 ― ₂日 250
Ｂ 12日，27日 24日 11日 ― ₂日 250
Ｃ 12日，27日 24日 11日 ― ₂日 250
Ｄ 12日，27日 24日 11日 ― ₂日 250
Ｅ ₆日，19日 17日，31日 21日 ₁日，28日 21日 400
Ｆ ₆日，19日 17日，31日 21日 ₁日，28日 21日 400
Ｇ 15日 17日，31日 21日 ₁日，28日 21日 350
Ｈ ₆日，19日 17日，31日 21日 ₁日，28日 21日 400

延べワナ数 750 600 400 400 400 2,550
―：悪天候のため調査実施せず
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称ヒノキ小屋）から将棊の頭（標高2,650 m）に至
る歩道沿いに，約80 m の距離をあけて40個の木製
巣箱（高さ30 cm，奥行き18 cm，幅18 cm，入口
₈cm ×₈cm）を地上から₁～₃m の樹幹に設置し，
目視または自動撮影カメラによって動物種を確認し
た（図₁）．巣箱の設置は，2015年10月に行った．
2016年₆～10月の各月に₁～₂回巣箱内を目視で観
察し，巣箱内にいた動物種を記録した．巣箱内に巣
材などの痕跡のみを確認した場合は，巣箱前に自動
撮影カメラ（Trophy Cam HD, Bushnell; Fieldnote 
DS6010, Fieldnote DUO，麻里府商事）を設置して，
巣箱を訪れた動物種を特定した．

結　　　果

地上性小型哺乳類
　調査期間にのべ2,550個のワナを設置し，齧歯目
₄種（アカネズミ Apodemus speciosus，ヒメネズ
ミ A. argenteus，スミスネズミ Eothenomys smithii，
ヤチネズミ E. andersoni）および，食虫目₂種（シ

ン ト ウ ト ガ リ ネ ズ ミ Sorex shinto， ヒ メ ヒ ミ ズ
Dymecodon pilirostris）の計168頭を捕獲した（表
₂）．このうち，ヒメネズミの捕獲数が108頭と最も
多く（全捕獲数の64.3 %），₈ヶ所すべての調査区
で捕獲された．
　捕獲された種は調査区ごとに異なった．アカネズ
ミやスミスネズミは比較的標高の低い調査区で捕獲
された．捕獲したアカネズミの大部分は，標高
1,840 m 以下の調査区で捕獲され，₁頭のみが標高
2,500 m で捕獲された．スミスネズミは，標高
1,760 m 以下の調査区でのみ捕獲された．一方で，
ヤチネズミの大部分は標高2,010 m 以上の比較的標
高 の 高 い 調 査 区 で 捕 獲 さ れ，₁頭 の み が 標 高
1,760 m で捕獲された．
樹上性小型哺乳類
　設置した40個の巣箱のうち，14個で樹上性小型哺
乳類の利用または痕跡を確認した．このうち₈個の
巣箱内で目視により齧歯目₂種（ニホンモモンガ
Pteromys momonga，ヤマネ Glirulus japonicus を

表₂．各調査区における地上性小型哺乳類の捕獲数

調査区 標高（m）
ヒメネズミ アカネズミ ヤチネズミ スミスネズミ ヒメヒミズ シントウ

トガリネズミ 種不明＊

総捕獲数Apodemus
argenteus A. speciosus Eothenomys

andersoni E. smithii Dymecodon
pilirostris

Sorex
shinto

Ａ 2,570 ₄ ₀ ₄ ₀ ₂ ₂ ₀ 12
Ｂ 2,500 12 ₁ ₃ ₀ ₁ ₀ ₀ 17
Ｃ 2,230 ₄ ₀ ₆ ₀ ₃ ₀ ₀ 13
Ｄ 2,010 10 ₀ ₂ ₀ ₀ ₀ ₀ 12
Ｅ 1,840 25 ₁ ₀ ₀ ₄ ₁ ₀ 31
Ｆ 1,760 30 ₂ ₁ ₂ ₀ ₁ ₂ 38
Ｇ 1,640 10 ₃ ₀ ₃ ₄ ₀ ₀ 20
Ｈ 1,480 14 ₅ ₀ ₆ ₀ ₀ ₀ 25

総捕獲数 109 12 16 11 14 ₄ ₂ 168
＊：いずれも Eothenomys 属幼獣

表₃．樹上性小型哺乳類の生息を確認した巣箱の標高

標高（m）
ニホンモモンガ ヤマネ ムササビ ニホンリス

Pteromys momonga Glirulus japonicus Petaurista leucogenys Sciurus lis
目視 カメラ 目視 カメラ 目視 カメラ 目視 カメラ

2,470 〇
2,360 〇 〇
2,010 〇 〇
1,970 〇 〇 〇
1,930 〇 〇 〇
1,910 〇 〇 〇
1,900 〇 〇 〇
1,760 〇 〇
1,690 〇 〇
1,610 〇
1,560 〇 〇
1,500 〇 〇
1,470 〇 〇
1,460 ― 〇 ― ― ―

〇　：生息を確認　　　　―　　：カメラ設置なし
目視：目視による確認　　カメラ：自動撮影カメラによる確認
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確認した（表₃）．利用または痕跡を確認した14個
のうち13個の巣箱に自動撮影カメラを設置した．自
動撮影カメラを設置したすべての巣箱において樹上
性小型哺乳類が撮影され，齧歯目₄種（ニホンモモ
ンガ，ヤマネ，ムササビ Petaurista leucogenys，ニ
ホンリス Sciurus lis）を確認した（表₃）．種ごと
の確認数は，標高により異なった．標高2,010 m 以
上 で は ニ ホ ン モ モ ン ガ の₁種， 標 高1,460～
1,970 m ではニホンモモンガおよびヤマネの₂種，
標高1,560 m ではニホンリス，標高1,900 m ではム
ササビをそれぞれ確認した．
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附表₁．信州大学農学部附属 AFC 西駒演習林で捕獲された地上性小型哺乳類の計測値および繁殖状態
調査区 採集日 種名 性別 体重（g）頭胴長（mm）尾長（mm）後足長（mm）精巣下降 乳頭発達

Ａ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 16.5 81.8 83.5 19.3 ＋
Ａ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 17.0 84.5 99.0 19.4 ＋
Ａ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 15.4 79.4 99.3 18.9 ＋
Ａ 2016/₇/24 シントウトガリネズミ メス 4.5 62.7 49.5 12.7 －
Ａ 2016/₇/24 ヒメネズミ メス 15.7 85.7 92.5 18.5 －
Ａ 2016/₇/24 ヤチネズミ メス 17.9 90.8 56.0 18.4 －
Ａ 2016/₇/24 ヤチネズミ メス 15.7 100.3 67.0 18.6 ＋
Ａ 2016/₈/11 シントウトガリネズミ オス 4.3 59.6 46.0 12.3 －
Ａ 2016/₈/11 ヒメヒミズ 不明 8.8 71.2 34.0 12.9
Ａ 2016/10/₂ ヒメヒミズ 不明 10.3 74.6 38.5 13.3
Ａ 2016/10/₂ ヤチネズミ メス 24.1 98.2 66.5 18.4 －
Ａ 2016/10/₂ ヤチネズミ メス 28.5 107.9 70.8 18.0 ＋
Ｂ 2016/₆/12 ヒメネズミ オス 18.2 86.4 99.5 19.1 ＋
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 18.0 73.4 101.3 19.0 ＋
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 18.4 84.8 95.8 18.7 ＋
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 15.7 80.3 96.0 18.4 ＋
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 17.0 80.5 93.0 18.8 ＋
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 16.7 78.5 92.3 18.7 －
Ｂ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 14.1 80.4 99.0 19.1 －
Ｂ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 16.6 83.2 93.3 20.0 ＋
Ｂ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 14.8 82.7 100.5 19.4 ＋
Ｂ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 18.7 88.1 106.5 19.8 ＋
Ｂ 2016/₈/11 アカネズミ メス 41.9 117.3 109.5 25.2 －
Ｂ 2016/₈/11 ヒメネズミ オス 16.3 82.2 96.8 18.3 ＋
Ｂ 2016/₈/11 ヒメネズミ メス 13.4 78.9 93.3 17.7 －
Ｂ 2016/10/₂ ヒメヒミズ 不明 9.7 74.0 35.5 13.5
Ｂ 2016/10/₂ ヤチネズミ メス 27.3 108.6 66.0 17.6 ＋
Ｂ 2016/10/₂ ヤチネズミ メス 15.2 84.3 53.5 18.4 －
Ｃ 2016/₆/15 ヤチネズミ オス 35.7 101.2 61.5 17.7 ＋
Ｃ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 13.0 75.4 89.5 19.0 －
Ｃ 2016/₆/27 ヤチネズミ オス 33.5 108.5 66.5 19.7 ＋
Ｃ 2016/₆/27 ヤチネズミ 不明 14.7 81.6 49.5 17.4
Ｃ 2016/₆/27 ヤチネズミ メス 27.8 105.8 66.5 18.9 ＋
Ｃ 2016/₆/27 ヤチネズミ メス 32.4 100.9 61.9 17.6 ＋
Ｃ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 20.2 92.2 100.0 20.4 ＋
Ｃ 2016/₈/11 ヤチネズミ メス 25.4 97.5 64.5 18.7 ＋
Ｃ 2016/₈/11 ヤチネズミ メス 25.4 96.4 73.0 19.0 －
Ｄ 2016/₆/12 ヒメネズミ オス 13.5 75.6 90.5 19.9 ＋
Ｄ 2016/₆/27 ヒメネズミ オス 16.3 79.0 90.3 18.8 ＋
Ｄ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 16.5 84.2 63.0 18.5 －
Ｄ 2016/₆/27 ヒメネズミ メス 17.4 83.8 91.8 18.6 －
Ｄ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 17.2 87.1 78.0 19.1 ＋
Ｄ 2016/₇/24 ヒメネズミ オス 16.8 83.0 95.0 18.6 ＋
Ｄ 2016/₇/24 ヒメネズミ メス 15.0 83.9 31.0 19.2 －
Ｄ 2016/₇/24 ヒメネズミ メス 16.7 80.3 90.5 18.1 －
Ｄ 2016/₇/24 ヤチネズミ メス 25.6 102.2 70.0 18.8 ＋
Ｄ 2016/₇/24 ヤチネズミ メス 26.2 107.0 68.0 18.2 ＋
Ｄ 2016/₈/11 ヒメネズミ オス 16.4 82.1 97.5 19.6 ＋
Ｄ 2016/₈/11 ヒメネズミ メス 19.5 89.2 101.8 18.0 ＋
Ｅ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 18.1 85.6 67.5 19.1 －
Ｅ 2016/₆/₆ ヒメネズミ メス 14.4 77.1 71.0 19.6 －
Ｅ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 18.5 77.8 87.3 18.5 ＋
Ｅ 2016/₆/₆ ヒメヒミズ 不明 10.0 71.9 36.5 12.6
Ｅ 2016/₆/15 不明（Eothenomys 属） 不明 10.8 70.1 41.8 17.3
Ｅ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 16.5 77.8 91.4 18.8 ＋
Ｅ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 15.3 78.9 86.6 18.4 ＋

　＋　：精巣下降または乳頭発達，　　－　：繁殖兆候なし
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附表₁（続き）．信州大学農学部附属 AFC 西駒演習林で捕獲された地上性小型哺乳類の計測値および繁殖状態
調査区 採集日 種名 性別 体重（g）頭胴長（mm）尾長（mm）後足長（mm）精巣下降 乳頭発達

Ｅ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 18.0 80.4 97.0 20.4 ＋
Ｅ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 15.8 78.8 96.7 18.8 －
Ｅ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 14.2 76.4 95.4 19.9 －
Ｅ 2016/₆/27 ヒメヒミズ メス 13.0 72.4 37.5 13.7 ＋
Ｅ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 18.0 81.5 95.5 19.5 －
Ｅ 2016/₇/24 ヒメネズミ メス 20.2 87.9 110.0 20.4 －
Ｅ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 17.1 88.0 101.5 19.7 －
Ｅ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 15.5 81.6 93.3 18.9 ＋
Ｅ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 12.5 74.4 89.8 19.8 ＋
Ｅ 2016/₇/31 ヒメネズミ メス 13.3 79.5 91.5 19.8 －
Ｅ 2016/₈/21 アカネズミ メス 44.4 116.9 107.8 25.3 ＋
Ｅ 2016/₈/21 シントウトガリネズミ オス 4.4 58.9 49.8 12.1 －
Ｅ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 17.2 80.2 95.8 18.9 ＋
Ｅ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 18.4 88.4 102.0 19.7 ＋
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメネズミ オス 16.7 84.7 100.3 19.2 －
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメネズミ オス 11.9 79.0 89.0 18.9 －
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 11.7 74.7 87.3 19.2 －
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 17.1 84.9 94.5 18.9 ＋
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 14.3 78.7 85.3 17.9 ＋
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメヒミズ 不明 9.4 73.4 39.0 12.9
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメヒミズ 不明 10.2 75.8 36.3 13.3
Ｅ 2016/₉/₁ ヒメヒミズ 不明 10.1 74.2 38.3 13.2
Ｅ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 12.2 77.5 90.0 19.0 －
Ｅ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 13.4 80.3 96.3 19.0 ＋
Ｅ 2016/10/₂ ヒメヒミズ 不明 11.9 73.3 39.0 13.5
Ｅ 2016/10/₂ ヒメヒミズ 不明 10.4 71.4 41.8 13.4
Ｆ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 19.2 82.6 95.3 20.2 ＋
Ｆ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 20.6 87.8 106.0 20.0 ＋
Ｆ 2016/₆/₆ ヒメネズミ メス 16.2 82.4 86.5 18.6 ＋
Ｆ 2016/₆/₆ ヒメネズミ メス 19.5 84.3 103.0 19.4 ＋
Ｆ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 16.2 79.9 88.4 19.2 ＋
Ｆ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 10.5 70.9 78.6 19.4 －
Ｆ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 14.8 80.5 96.3 19.1 ＋
Ｆ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 9.4 69.1 79.3 19.1 －
Ｆ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 12.9 73.9 86.1 18.9 －
Ｆ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 17.9 81.8 96.8 20.4 －
Ｆ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 17.5 82.7 96.0 18.9 ＋
Ｆ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 16.9 85.6 102.0 19.3 ＋
Ｆ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 12.4 75.3 85.5 18.9 －
Ｆ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 13.9 79.4 93.8 19.2 －
Ｆ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 18.6 86.4 106.5 19.3 ＋
Ｆ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 14.4 81.5 90.0 19.1 ＋
Ｆ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 16.6 82.2 95.8 19.2 ＋
Ｆ 2016/₇/31 ヒメネズミ メス 13.7 79.4 88.3 19.0 －
Ｆ 2016/₇/31 ヒメネズミ メス 14.1 79.3 91.5 19.8 －
Ｆ 2016/₈/21 アカネズミ メス 37.3 111.0 107.5 23.5 －
Ｆ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 14.7 78.6 99.0 19.1 ＋
Ｆ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 17.2 82.4 71.3 19.0 －
Ｆ 2016/₈/21 ヒメネズミ メス 13.3 79.0 97.0 18.7 －
Ｆ 2016/₉/₁ ヒメネズミ オス 13.1 77.5 88.0 19.1 ＋
Ｆ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 13.7 81.8 92.8 19.2 －
Ｆ 2016/₉/₁ ヤチネズミ メス 24.8 96.4 70.8 19.1 －
Ｆ 2016/₉/28 ヒメネズミ オス 16.6 82.7 100.0 19.1 －
Ｆ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 16.6 85.3 105.5 19.0 ＋
Ｆ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 11.3 73.0 90.3 19.2 －
Ｆ 2016/10/21 シントウトガリネズミ 不明 5.3 59.3 49.0 11.8
Ｆ 2016/10/21 ヒメネズミ メス 14.4 76.5 86.5 19.7 －
Ｆ 2016/10/21 ヒメネズミ メス 12.9 76.2 86.5 18.8 －

　＋　：精巣下降または乳頭発達，　　－　：繁殖兆候なし
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附表₁（続き）．信州大学農学部附属 AFC 西駒演習林で捕獲された地上性小型哺乳類の計測値および繁殖状態
調査区 採集日 種名 性別 体重（g）頭胴長（mm）尾長（mm）後足長（mm）精巣下降 乳頭発達

Ｇ 2016/₆/15 アカネズミ オス 40.3 111.4 102.0 23.3 －
Ｇ 2016/₆/15 スミスネズミ オス 15.2 83.1 47.3 16.4 －
Ｇ 2016/₆/15 スミスネズミ メス 20.0 98.4 43.8 15.9 ＋
Ｇ 2016/₆/15 ヒメネズミ メス 18.6 85.1 97.8 19.9 －
Ｇ 2016/₆/15 不明（Eothenomys 属） 不明 11.8 75.9 37.3 16.1
Ｇ 2016/₇/17 アカネズミ オス 47.6 114.1 106.3 24.3 ＋
Ｇ 2016/₇/17 アカネズミ オス 50.6 115.0 109.0 24.6 ＋
Ｇ 2016/₇/17 スミスネズミ メス 17.7 89.2 41.3 16.6 －
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 14.8 81.5 89.5 18.9 ＋
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 17.7 82.0 103.3 19.9 ＋
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 19.2 84.2 98.8 18.3 ＋
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 14.9 75.9 95.5 19.0 ＋
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ オス 18.4 83.4 101.0 19.4 ＋
Ｇ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 12.0 76.1 84.0 17.2 －
Ｇ 2016/₇/17 ヒメヒミズ 不明 10.7 73.5 40.5 13.4
Ｇ 2016/₇/31 スミスネズミ オス 18.1 92.9 42.5 16.9 ＋
Ｇ 2016/₈/21 アカネズミ オス 34.7 110.4 106.8 26.1 ＋
Ｇ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 18.4 86.2 99.0 19.4 ＋
Ｇ 2016/₈/21 ヒメネズミ オス 18.3 84.7 98.0 19.2 ＋
Ｇ 2016/₉/₁ スミスネズミ メス 17.0 93.6 38.3 16.5 －
Ｇ 2016/₉/₁ ヒメネズミ オス 14.3 79.5 99.3 19.2 ＋
Ｇ 2016/₉/₁ ヒメヒミズ 不明 9.9 76.3 35.0 13.0
Ｇ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 17.3 84.5 96.5 18.7 ＋
Ｇ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 14.6 81.2 99.0 19.6 －
Ｇ 2016/₉/28 ヒメヒミズ 不明 11.0 67.1 35.5 13.1
Ｇ 2016/10/21 ヒメネズミ メス 13.3 77.4 80.5 18.7 －
Ｇ 2016/10/21 ヒメネズミ オス 12.3 73.6 82.8 18.6 －
Ｇ 2016/10/21 ヒメヒミズ オス 10.7 76.5 39.3 13.5 －

Ｈ 2016/₆/₆ スミスネズミ オス 18.0 89.0 41.5 16.3 ＋
Ｈ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 19.1 84.5 96.8 18.5 ＋
Ｈ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 14.5 79.2 94.0 19.8 ＋
Ｈ 2016/₆/₆ ヒメネズミ オス 12.2 69.2 75.5 17.5 －
Ｈ 2016/₆/₆ ヒメネズミ メス 22.9 90.8 106.0 19.6 ＋
Ｈ 2016/₆/19 スミスネズミ オス 18.7 87.2 46.2 16.4 －
Ｈ 2016/₆/19 スミスネズミ オス 18.5 84.2 46.6 16.7 －
Ｈ 2016/₆/19 スミスネズミ メス 16.3 79.4 45.5 16.2 －
Ｈ 2016/₆/19 ヒメネズミ オス 15.4 79.8 86.6 19.1 ＋
Ｈ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 21.1 81.1 95.8 19.0 ＋
Ｈ 2016/₆/19 ヒメネズミ メス 14.5 77.4 94.3 19.3 －
Ｈ 2016/₇/17 アカネズミ オス 31.7 102.9 104.3 23.3 ＋
Ｈ 2016/₇/17 アカネズミ オス 51.6 117.2 107.8 22.3 ＋
Ｈ 2016/₇/17 アカネズミ メス 41.0 112.9 99.8 22.9 ＋
Ｈ 2016/₇/17 スミスネズミ オス 18.1 92.2 39.0 15.7 ＋
Ｈ 2016/₇/17 ヒメネズミ メス 16.1 81.2 91.5 18.1 －
Ｈ 2016/₇/31 スミスネズミ メス 12.9 82.6 36.5 16.1 －
Ｈ 2016/₇/31 ヒメネズミ オス 18.8 85.4 100.5 19.1 ＋
Ｈ 2016/₈/21 アカネズミ メス 31.0 102.0 94.3 22.8 －
Ｈ 2016/₈/21 スミスネズミ メス 17.2 92.2 47.0 16.7 ＋
Ｈ 2016/₈/21 ヒメネズミ メス 13.2 79.7 88.3 17.9 －
Ｈ 2016/₉/₁ アカネズミ メス 29.5 108.5 96.8 22.9 －
Ｈ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 13.1 78.5 92.5 18.9 －
Ｈ 2016/₉/₁ ヒメネズミ メス 16.2 82.3 86.5 18.9 －
Ｈ 2016/₉/28 ヒメネズミ メス 14.0 78.3 91.3 19.4 －
Ｈ 2016/10/21 ヒメネズミ メス 15.8 76.9 100.5 19.3 －

　＋　：精巣下降または乳頭発達，　　－　：繁殖兆候なし




